
令和 6年 8月30日

第22回福岡アジア美術館アーティスト・イン・レジデンスの成果展

『空と地のはざまで』

福岡アジア美術館が招へいした６人のアーティストたちは、福岡でのリサーチや人々

との対話を重ねながら、それぞれの作品を滞在制作をしてきました。本展では、私たち

の住む世界や生態系を改変しつづける人類の営みに対して、空と地、過去と未来のはざ

まで試行錯誤するアーティストたちの活動と作品を紹介します。

【お問い合わせ】

学芸課 交流・教育係 担当：中尾・趙（ちょう）
TEL: 092-263-1103 FAX: 092-263-1105
e-mail: tomo@faam.ajibi.jp

福岡で滞在制作された作品やその背景、共通してみえてくるテーマについて、６名のアーティスト全員か
らじっくり話を聞きます。
■日時：９月１５日（日）１４：００～１７：００ ※申込不要、入場無料
※海外アーティストは逐次通訳あり
■会場 Artist Cafe Fukuoka（福岡市中央区城内２－５）コミュニティスペース

市政記者各位

会 場：Artist Cafe Fukuoka スタジオ、ギャラリー、グランドスタジオほか
会 期：2024年9月14日（土）～9月29日（日）11：00～17：00

閉館日：9月17日（火）、9月24日（火）

観覧料：無料

【参加アーティスト】

安田葉／やすだ・よう（神奈川）
滞在期間：7/1〜10/2

風を利用して移動する植物をテーマ
にした「凧」の立体作品をインスタ
レーションで展示。

レガ・アユンディア・プトゥリ
（インドネシア）

滞在期間：7/8〜9/30

河童伝説をもとに、未来の生物を
廃家電に描き展示するインスタレ
ーションを展示。

マハブブ・ジョキオ
（パキスタン）

滞在期間：7/12〜9/21

絶滅危惧種の魚をテーマにした
インスタレーションを展示。

エコ・ヌグロホ（インドネシア）
滞在期間：8/24〜9/21

ストリート・アートやグラフィ
ティを織り交ぜた大型絵画作品を
展示。

浦川大志／うらかわ・たいし（福岡）
滞在期間：7/1〜12/25

「博多べい」から着想を得た絵画作品
を構想中。

上村卓大／かみむら・たかひろ（福岡）
滞在期間：7/1〜12/25

制作スタジオがそのまま作品になる
ような作品を構想中。

※浦川・上村氏は、第２期（12月）の成果展で完成作品を展示し、
第１期の成果展ではそのプロセスを展示します。

福岡で生まれた新しいアート作品と、そこに込められたアーティストの

思いをぜひご取材いただきますようお願いいたします！

※アーティストにご取材の場合は、下記お問い合わせ先までご連絡ください。

関連イベント
「第１期 アート・ラウンド・テーブル」



第1期 アート・ラウンド・テーブル
福岡で滞在制作された作品やその背景、共通して見えてくるテーマについて、6名のアーティスト全員からじっくり話を聞きます。

9月15日(日) 14:00-17:00 / 会場 : Artist Cafe Fukoka コミュニティスペース / 申込不要・入場無料

※海外アーティストのトークには逐次通訳あり
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